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研究大学コンソーシアムとは？
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研究大学コンソーシアム （RUC：Research University Consortium）の概要

 発足：平成２９年８月４日

 構成：研究力強化に積極的に取り組む大学の研究担当理事または副学長の

集まりとして組織。現在は３３機関で構成。

 目的：研究力強化に取り組む大学及び大学共同利用機関法人（以下「大学等」

という。）がコンソーシアムを形成し、各大学等における先導的取組や課

題の発信・共有によりネットワーク化を推進するとともに、それら取組の

全国的な普及・定着を目的とする。

 活動：

・ 会議体での好事例の共有

・ ＨＰやシンポジウムを活用した情報発信・共有

・ 各大学等における共通の課題等をテーマとして、タスクフォースを設置し、
必要に応じ文部科学省の関係部局も交えるなどして、俯瞰的に討議

（「研究大学コンソーシアム規約」（平成29年８月４日研究大学コンソーシアム全体会議）より）
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1 北海道大学 18 大阪大学

2 東北大学 19 神戸大学

3 筑波大学 20 岡山大学

4 千葉大学 21 広島大学

5 東京大学 22 山口大学

6 東京医科歯科大学 23 徳島大学 （２０２０年度加入）

7 東京農工大学 24 九州大学

8 東京工業大学 25 九州工業大学

9 電気通信大学 26 熊本大学

10 新潟大学 27 奈良先端科学技術大学院大学

11 金沢大学 28 東京都立大学

12 福井大学 29 早稲田大学

13 信州大学 30 慶應義塾大学

14 名古屋大学 31 自然科学研究機構

15 名古屋工業大学 32 高エネルギー加速器研究機構

16 豊橋技術科学大学 33 情報・システム研究機構

17 京都大学

研究大学コンソーシアム構成機関



運営委員会
（アドバイザ
リーボード）

※幹事機関を自然科学研究機構が担い世話役を務めるとともに、議論に際しては継続的な議論を行うようにつとめる。

※自然科学研究機構による運営にアドバイスをするアドバイザリーボードとして運営委員会を設置。
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研究大学コンソーシアム 概要

全 体 会 議

研究力分析

高度専門人材・
研究環境支援人材

研究大学コン
ソーシアム
シンポジウム

国際情報発信

提言 など
ＷＰＩアカデミー
との連携 など

ＨＰによる情
報発信

幹事機関

自然科学
研究機構

タスクフォース

運営委員会構成機関 （計１０機関）

筑波大学 東京大学 名古屋大学 京都大学 大阪大学
岡山大学 九州大学 熊本大学 奈良先端科学技術大学院大学 自然科学研究機構
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○第５回（メール開催）
 日 時：令和２年３月６日（金）～１３日（金）
 議題：

○２０１９年度活動報告及び２０２０年度活動計画について

○研究大学コンソーシアムの構成機関について

○大学におけるＵＲＡの今後の在り方について

○研究大学コンソーシアムの研究力向上に関するエビデンスについて

○研究大学コンソーシアムの今後に関するアンケートについて

○ＩＮＯＲＭＳ２０２０世界大会ｉｎ広島におけるプレナリーセッションの企画・運営について

研究大学コンソーシアムの活動 全体会議



6

○第７回
 日 時：令和２年２月７日（金） １３：３０～１５：３０
 場 所：自然科学研究機構事務局会議室（東京都港区虎ノ門４－３－１３）
 議 題：○２０１９年度活動報告及び２０２０年度活動計画について

○大学におけるＵＲＡの今後の在り方について
○研究大学コンソーシアムへの参画について
○研究大学コンソーシアムの今後に関するアンケートについて
○ＩＮＯＲＭＳ２０２０世界大会ｉｎ広島におけるプレナリーセッションの企画・運営について 等

○第８回（メール開催）
 日 時：令和２年６月１７日（水）～２４日（水）
 議 題：○研究大学強化促進事業の財源確保に関する要望書の提出について

○エグゼクティブセミナーの開催について 等

○第９回（オンライン開催）
 日 時：令和２年８月５日（水） １０：３０～１２：００
 議 題：○シンポジウムの開催について

○研究力強化人材育成ワークショップについて
○リサーチ・アドミニストレーター認定制度にかかる議論について
○エグゼクティブセミナーについて 等

研究大学コンソーシアムの活動 運営委員会
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（１）高度専門人材・研究環境支援人材の活用に関するＴＦ

目的：ＵＲＡを含む高度専門人材・研究環境支援人材の活用について、補助金事業終了後も日本の

研究現場への定着をはかるため、今後の、大学等への内在化、人材流動化、などについて、大学

執行部の立場から、好事例やエビデンスの収集、必要な方策に関する情報共有・議論を行う。

（２）研究力分析の課題に関するＴＦ

目的：各大学の研究力の特徴を多角的な視点で把握するため、研究力分析指標を活用した研究ＩＲ、

戦略立案に関して、各大学・研究機関における好事例ならびに必要となる関連情報・エビデンスの

収集と共有を目的とする。

（３）国際情報発信に関するＴＦ

目的：とくに国際情報発信に関して、これまで、東京大学・京都大学と自然科学研究機構の国際広報

担当者が中心となり、AAASのEurekAlert!に共同加入するなど国際情報発信プラットフォームをつくり、

連携して日本の研究大学における国際情報発信をもりたててきた。これを引き続きこのコンソーシア

ムの中でタスクフォースをたて、プラットフォームの運営を行っていくとともに、国際情報発信に関す

る好事例等の情報共有をすすめていく。

（４）異分野融合ＴＦ（2020年度より）

目的：「異分野融合研究の推進」について、URAやIRerらによる議論を行い、異分野融合の取り組みの好事例を共有するととも

に、異分野融合の研究IR、可視化、評価手法の検討や、異分野研究テーマリストの作成等の取り組みを実施する。

研究大学コンソーシアム タスクフォース
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研究大学コンソーシアム３タスクフォース合同勉強会
（高度専門人材・研究環境支援人材の活用に関するタスクフォース、

研究力分析の課題に関するタスクフォース、異分野融合タスクフォース）

テーマ：「研究力強化に資するデジタルトランスフォーメーションの潮流」

URA の活動に資するデジタルトランスフォーメーションの推進については、研究大学コンソーシ
アムの多くの大学や研究機関が関心をもっているところ、３つのタスクフォースが合同で、「エビ
デンスを基とした分野や機関の枠を超えた共同研究推進のためのデジタルトランスフォーメ
ーションの在り方」について、最新の動向を共有し、議論した。

日時：令和２年１０月２３日（金） １３：３０～１７：００
開催方法：オンライン開催

プログラム
「研究大学強化促進事業」 （文部科学省研究振興局学術研究助成課）
「e-CSTI を通じた科学技術政策の見える化」
（内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付参事官 宮本岩男）
「学内共同研究推進のための DX―異分野融合研究支援ツール CollaboMaker」
（東京工業大学研究・産学連携本部 URA 井上素子）
「How Elsevier supports information sharing within Research Communities」
（エルゼビア本社 モハメッド・アイサティ）
ディスカッション

研究大学コンソーシアム タスクフォース
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○研究大学強化促進事業の財源確保に関する要望書の提出 （後述）
文部科学省研究振興局学術研究助成課とも相談し、コロナ禍におけるＵＲＡの安定的雇用の
ため、コンソーシアム構成機関全体への波及効果を想定しつつ、少なくとも研究大学強化促進
事業予算の確保・拡充をお願いすることとし、高度専門人材タスクフォース等の構成機関の意
見を踏まえた上で、要望書をとりまとめて提出した。

「新型コロナウイルス感染症災禍からの研究活動の再開と研究力の向上に必要な研究大学強
化促進事業の財源確保に関する要望」 （令和２年７月７日）

研究大学コンソーシアム コロナ禍への対応

○ 『新型コロナウイルス』によるＵＲＡ活動への影響に関するアンケートへの協力
（令和２年６～７月）

ＵＲＡの活動が、新型コロナウイルスからの研究活動の再開と研究力の向上、及び「新しい研
究スタイル」の実現において欠かすことが出来ないことを対外的に説明するため、文部科学
省研究振興局学術研究助成課より協力依頼のあったアンケートについて、コンソーシアム構
成機関のＵＲＡ等に周知した。



高度専門人材・研究環境支援人材の
活用に関するタスクフォース

座長

自然科学研究機構 客員教授

山本 進一
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URA認定制度の検討（研修および認定） 文部科学省産業連携・地域支援課及び文科省委託事業（金沢大学）

（RUCからの参加者：山本全体会議議長、自然科学研究機構・小泉特任教授、東京工業大学・新田研究戦略

部門長、岡山大学・宇根山主任ＵＲＡ）

高度専門人材・研究環境支援人材の活用に関するタスクフォース

来
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
を
目
指
し
て
い
る
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「新型コロナウイルス感染症災禍からの研究活動の再開と研究力の向
上に必要な研究大学強化促進事業の財源確保に関する要望」
（令和２年７月７日）

https://www.ruconsortium.jp/site/introduction/452.html

研究大学コンソーシアム全体会議議長 山本 進一

今般の世界的な新型コロナウイルス感染症の拡大により、現在、我が国の研究活動は著しい
停滞を余儀なくされています。こうした中において、アフターコロナ／ウィズコロナの「新しい生活
様式」にも合わせた「新しい研究スタイル」への移行と、日本の研究大学群における研究活動の
速やかな再開と研究力の向上が喫緊の課題となっています。

これまで、研究大学強化促進事業に採択された２２大学等においては、研究戦略や知財管理等
を担う研究マネジメント人材（ＵＲＡ（ユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレータ）を含む）群の確
保・活用による研究環境改革を組み合わせた研究力強化の取組を行うことで、世界水準の優れ
た研究活動を行う我が国の大学群の研究力向上に関わる取り組みを実施してきました。また、そ
の取り組みは、本「研究大学コンソーシアム」を通じて、コンソーシアム参画３３大学等において共
有・協働することで、ＥＢＰＭの推進やエビデンスの収集・分析、国際広報や産学連携などにおい
て大きな波及効果を生み出しています。



13

今後、経済社会活動の再開を踏まえ、本事業による取り組みを通じて、我が国の研究大学群に
おける「新しい研究スタイル」への移行、それによる研究活動の再開と研究力の向上について、ス
ピード感をもって取り組まなければなりません。その際、各大学等の研究者チームの連携、さらに、
産学連携や国際連携を維持し促進を図る上で、その効率的・効果的なマネジメントの中核を期待
される研究マネジメント人材であるＵＲＡの存在は、欠かすことができません。新型コロナウイルス
感染症災禍からの研究活動の再開と研究力の向上に必要な「新しい研究スタイル」の実現にお
いても、研究マネジメント人材としてのＵＲＡの役割は極めて重要です。

具体的には、研究活動の再開と研究力の向上に必要な「新しい研究スタイル」の実現において
も、以下の点で、ＵＲＡによる研究マネジメントの支援が期待できます。

1.研究の企画立案から外部資金獲得、研究成果公開や産学連携・社会還元まで、全体を通じ一
気通貫した研究マネジメントの支援

2.災禍からの速やかな研究活動の再開と更なる研究力の向上に向け、国際的な（研究）動向と研
究力の分析を通じた、戦略性をもった研究企画立案支援

3.研究のリモート化・スマート化・デジタル化などに伴う、多点・多人数で構成される研究チームの
運用マネジメント支援
4.社会課題解決にむけた社会との連携活動支援（産学連携を含む）
5.上記を通じた、研究者が研究に専念できる時間の確保
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その一方で、我が国におけるＵＲＡは、現在定着を進めている新しい職種であり、雇用形態が任
期付の形態が多く、その雇用経費の多くは、産学連携などの共同研究による間接経費や知的財
産等収入などの外部資金に依存しています。我々は、研究大学強化促進事業の終了後を見据え、
ＵＲＡの機能により外部資金の獲得額を高め、その間接経費等をもって雇用経費を確保するとい
うサイクルを構築することで、ＵＲＡ雇用の自主財源化を進めてきました。しかし、これらの外部資
金は、しばらく安定的かつ十分に確保することが困難になることが想定されます。また、各大学等
の運営費交付金等基盤的な経費についても、その限りある資源を、学生等への支援や、教育・研
究環境のデジタル化・リモート化・スマート化等に更なる投資をしていく必要に迫られています。

我々はこうした経済活動の先行きに対する不安によって、各大学等が構築を進めるＵＲＡによ
る研究マネジメント体制のとん挫、ポスト・コロナを見据えた研究力向上の取り組みの著しい停滞
が起きることを危惧しています。

そのため、研究大学コンソーシアム３３大学等は、新型コロナウイルス感染症による災禍からの
速やかな研究活動の再開と「新しい研究スタイル」への移行、日本の研究大学群の研究力の向
上を図るためにも、研究大学強化促進事業の予算の確保・拡充による、ＵＲＡの安定的な雇用財
源の確保を強く要望いたします。



研究力分析の課題
に関するタスクフォース

座長

大阪大学経営企画オフィス

菊田 隆



Times Higher Education世界大学ランキングに関する申し入れにつ
いて―研究力に関するランキング指標のより適切な運用を目指した
要望― （2019年9月5日発出）
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研究力分析の課題に関するタスクフォース

以下の項目について、申し入れを行った（次ページ参照）。
１ THEと日本の研究大学群とのCommunicationの継続について
２ 研究指標およびcitation指標について

A) Citation指標について
B) 論文の分数カウントについて

３ その他
C) 論文指標等におけるFaculty数について
D) Non-Englishジャーナル掲載論文の扱いについて
E) ランキングの発表の方法について

Times Higher EducationのDuncan Ross氏から、
１）現在、THE世界大学ランキングのメソトロジーを考え直しているところ。⇒ 2021年改訂予定
２）引き続きディスカッションしたい。⇒2020年8月にオンラインで実施（エグゼクティブセミナー）
３）いくつかの提案について考慮する。

との返答を得た。

https://www.ruconsortium.jp/site/tf/344.html
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北海道大学
東京農工大学
東京工業大学
名古屋大学

大阪大学（研究力分析タスクフォース・座長
菊田隆）
岡山大学
広島大学
九州大学
奈良先端科学技術大学院大学
情報・システム研究機構
自然科学研究機構
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研究大学コンソーシアムエグゼクティブセミナー（２０２０年８月２６日実施）

「研究大学の研究力の向上に向けて 研究力の現状分析と、世界大学ランキングの今後
について」において、THE Duncan Ross氏が講演

来年度に予定されている指標の変更等について、検討状況の説明があった
おそらく、全体の３０％を占めるCitationの指標については、FWCIのみならず、複数の指標
が導入される模様（FWCI 75%などの導入などを検討とのこと）。
（内容については、日本語にしたものを後日共有予定）



国際情報発信
に関するタスクフォース

座長

京都大学国際広報室長

今羽右左 デイヴィッド 甫



・EurekAlert! User meeting（２０２０年２月１５日）＠AAAS年次総会会場
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〇以下のような会合を開催するとともに、メール等により

検討・議論を行っている。

国際情報発信に関するタスクフォース

・Japan PIO Summit 2019（2019年11月25〜26日）

大学や研究機関の研究広報担当者を主たる対象とした、Japan PIO Summit 2019（11月25〜
26日、北海道大学）を開催。

内容： どのようにしたら広報の効果を測ることができるのか。日本の大学や研究機関は、国
内向け・海外向けを問わず、より多くのプレスリリースや研究情報の発信を行うようになった。
大学はそのような広報活動を最大限に生かし、基幹的かつ永続的な活動として組み入れる
必要がある。広報担当者は、広報戦略を策定し、効果を計測し、改善し続ける必要がある。
そこで、広報担当者や科学コミュニケーターが集まり、目標設定や効果計測について学び、
議論するために、Japan PIO Summit 2019を開催した。
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AAASによる英文プレスリリース作成支援サービス（NRAP）

NRAPの契約をRUCとしてAAASと行い、RUC参画機関で活用。

使用希望の大学・研究機関は、座長ならびに幹事機関にご連絡ください。



異分野融合
タスクフォース

座長

東京工業大学 研究・産学連携本部 研究戦略部門長

新田 元
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異分野融合タスクフォース

2019年度のRUCシンポジウムで好事例の共有と活発なディスカッションのあった「異分野融合

研究の推進」について、４つ目の新たなタスクフォースとして立ち上げ、活動を開始した。

〇第１回
日時：令和２年１０月７日（水） １３：３０～１５：３０
開催方法：オンライン開催
・タスクフォース座長について
・エビデンスを基とした分野や機関の枠を超えた共同研究推進のためのデジタルトランス
フォーメーションの在り方について

〇第２回
日時：令和２年１０月２１日（水） １０：００～１２：００
開催方法：オンライン開催
・異分野融合二次元マトリクスを用いた各大学の取り組みの整理について
各大学の取り組みについて、「マッチング（出会い）」「インキュベーション」「自立」「新分野
創成等」の段階にわけ、マトリックスをつくり整理した。
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異分野融合タスクフォース



26

異分野融合タスクフォース
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異分野融合タスクフォース
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研究大学コンソーシアム その他の取組

●「RUCエグゼクティブセミナー」「RUC人材育成ワークショップ」の実施

これまで、研究大学コンソーシアムでは、各タスクフォースのテーマに関する勉強会等を実施するなどし

てきたが、2019年度から、タスクフォースのテーマ以外でも、研究大学群にとって有益と思われるテーマに

ついては、研究力向上に寄与する取組を実施する。なお、実施にあたっての企画・運営は幹事機関におい

て行うものとする。

2020年度は前年度に引き続き、以下の取組を実施することとする。

（１）RUCエグゼクティブセミナー（１回）

対 象： 研究大学コンソーシアム全体会議メンバー（理事・副学長等）

テーマ： 研究力強化へのEBPMの活用に関するもの

（２）RUC研究力強化人材育成ワークショップ（研修会）（２回）

対 象： 研究力強化に携わるＵＲＡや事務職員など

テーマ： 研究力強化へのEBPMの活用に関するもの



我が国の研究大学のエグゼクティブに向けて、国

内外の研究大学等におけるＥＢＰＭ的手法の取組・

好事例を紹介し、今後のＥＢＰＭの取組を促進すると

ともに、各大学における研究戦略立案、研究力向上

に資する。

対象：
EBPMの実践

とロジックモデ
ルの構築に関
わるセミナー

研究戦略立案、ロジックモデルの構築、指標設定に関して、
海外の著名な有識者による講演、情報交換、勉強・研修などを行うセミナーを開催

適切な指標
設定に関す
る情報共有

RUC（研究大学群として）

研究戦略立案にむけたEBPMの実践的取組を支援 ⇒ EBPMの取組の促進

研究大学のエグゼクティブ・ＵＲＡなど

１回開催

EBPMの実践に必要な３要素
１．エビデンスの収集と精査
２．ロジックモデルの構築
３．目標に応じた適切な指標の設定

目的 対象

取組概要

研究大学コンソーシアム RUCエグゼクティブセミナー
～EBPM的手法の検証・展開（RUCで実践）～

29
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研究大学コンソーシアム エグゼクティブセミナー
「研究大学の研究力の向上に向けて

研究力の現状分析と、世界大学ランキングの今後について」

研究大学強化促進事業も後半５年の折り返し地点を迎えようとしている中、研究大学コンソーシアム参画の
研究大学の研究力の現状を把握した上で、今後の研究力の向上に向けた取り組みや、いま指標改善の検討
を行っている世界大学ランキングの今後の在り方について、ディスカッションしました。

開催日時：令和２年８月２６日（水）１３：３０－１７：１０
開催方法：オンライン開催

プログラム
・開会の挨拶とイントロダクション
（研究大学コンソーシアム全体会議議長 山本進一）

・講演
「日本の研究大学の研究力の現状と課題について」
（鈴鹿医療科学大学学長 豊田長康）
「研究大学コンソーシアム参画機関の研究力の特徴」
（自然科学研究機構 研究力強化推進本部 特任専門員 壁谷如洋）
「社会の変化に対応する新たなエビデンスの活用」
（エルゼビア・ジャパン株式会社 田原花枝）
「THE Rankings 3.0 Our next generation of performance metrics」
（THE 世界大学ランキング チーフ・データオフィサー Duncan Ross）

・ディスカッション

研究大学コンソーシアム RUCエグゼクティブセミナー
～EBPM的手法の検証・展開（RUCで実践）～



我が国の研究大学のＵＲＡ及び事務職員に向けて、

指標に関する基本的な情報を共有し、ＥＢＰＭ的手

法に係る取組・好事例を紹介するとともに、今後のＥ

ＢＰＭの取組の促進、URA-事務連携の強化・促進に

資する。

指標に関する
基本的な情報

の共有

連携体制等の
好事例の共有

目的 対象

研究戦略立案にむけたEBPMの
実践的取り組み支援

EBPMの取組の促進、人材育成
URA-事務連携の強化、促進

⇒

研究大学において評価、ＩＲ等の実務にかか
わるＵＲＡ及び担当事務職員

RUC（研究大学群として）全２回開催

取組概要

ＥＢＰＭの実践には、

大学におけるスムーズな
横連携
「ＵＲＡ－事務連携」が重要

人材育成

プログラム等
の共有

研究大学コンソーシアム 研究力強化人材育成ワークショップ
～EBPM的手法の検証・展開（RUCで実践）～
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研究大学コンソーシアム 研究力強化人材育成ワークショップ
（令和２年度第１回）

「広報活動による大学のレピュテーションの構築とその評価指標」（予定）

ＥＢＰＭのエビデンスの一つとして、広報の評価と、Ｒｅｐｕｔａｔｉｏｎの指標も考えられる。大学の広
報活動による大学のレピュテーションの構築とその評価指標について、これまで国際広報ＴＦでの
議論を発展させ、ディスカッションする。

日時：令和２年中（予定）

開催方法：オンライン開催

内容（テーマ）：
1. what is reputation?
2. how is it built?
3. how is it measured?
4. report from last year's PIO summit
5. risks to reputation
6. research promotion in a crisis: coronavirus and preprints

研究大学コンソーシアムの活動 研究力強化人材育成ワークショップ

研究大学コンソーシアム 研究力強化人材育成ワークショップ
～EBPM的手法の検証・展開（RUCで実践）～

第２回も企画する予定 新型コロナ対応・BCP策定等をテーマとするもの（案）
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各大学へのお願い

●研究力強化に貢献するURAの活動の可視化
・各大学におけるURA一人一人に焦点をあて、その活動をHPで紹介する。
・フォーマットを配布するので、そこに記載していただき、提出してください（各大
学、URA１名を予定）。インタビュー記事としてRUCのHPにて紹介。
・年度内に完成予定。

大学における業務について教えてください。

業務としては主に二本柱があり、・・・というプロジェクトを進めていま
す。・・・

メッセージをお願いします。
分野によって違うのかもしれないけれど、特に若い研究者の方には・・・

〇〇大学・ 〇〇URA インタビュー

顔写真
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